
金
咽
博
士
ロ
践
志
巷
廿
八

喝
の
時
喝
友
り
と
い
へ
り
。

O
菅
笠
事
略

姓
氏
鋒
笠
朝
臣
の
僚
に
.
附
出
榊
天
皇
巡
=
幸
吉
備
図
↓
登
一
一
加
佐
米
山
-

之
時
。
現
風
吹
a
放
御
笠
↓
天
皇
惟
'
之

d

嶋
別
命
言
T

品
刊
紙
欲
ν
奉
=
天
皇
-
故

共肌
肌
繭
~
天
皇
欲
ν
知
a
北
山
民
俗
一
令
ν
刷出=共
山
↓
所
v
得
濯
多
.
天
皇
大
悦

即醐
品名
賀
依
↓
一
と
見
え
た
り
。
天
皇
の
め
し
紛
へ
る
御
笠
も
是
同
日
笠
な

る
べ
し
。
延
菩
大
嘗
曾
式
K
.
車
持
朝
臣
一
人
執
=叫
口笠
↓
と
も
あ
り

て
、
笠
は
菅
笠
を
ぽ
本
式
と
す
。
放
に
上
代
よ
り
天
子
の
御
笠
も
菅

笠
な
り
と
い
へ
り
。
高
架
銀
各
十

一
に
、

長
ほ
き
み
の
御
笠
に
縫
へ
る
在
間
管

あ
り
つ
L
見
れ
ど
事
友
吉
わ
き
も

拾
遺
集
K
、

皆
人
の
笠
に
ね
ふ
て
ふ
有
叩
背

あ
り
て
の
後
も
あ
は
ん
と
ぞ
沿
も
ふ

按
や
る
に
・
延
菩
内
匠
祭
式
K
・
菅
蓋
一
【
共
同
白
井
骨
料
材
。
従
一
掃

津
図
-
笠
縫
民

参
来
作
。
と
あ
り
て
、
上
代
天
子
の
御
召
料
の
御
笠

は
、
撤
体
図
有
問
の
笠
縫
氏
側
巡
す
る
古
例
な
り
。
放
に
広
葉
集
陀

も
、
大
君
の
御
笠
に
縫
へ
る
有
間
管
と
よ
め
る
も
の
友
り
。
さ
れ
ば

り。

淡
海
笠
浪
速
笠
も
名
の
み
ば
か
り
に
て
‘
今
は
我
が
す
む
閣
の

加
賀
笠

E
な
ん
名
物
と
は
い
ふ
た
る
。
と
い
へ
り
。
此
の
舎
は
村
上

武
ポ
術
門
と一
E
ム
人
の
作
た
る
曲、

吾
が
沓
務
五
社
綱
紀
卿
の
桑
諮

役
誌
に
放
せ
給
へ
り
。
按
・干
る
に
‘
村
上
武
右
衛
門
は
吾
が
務
士
民

て
、
加
陽
諸
士
系
諮
民
、
初
め
駿
河
大
納
言
K
仕
へ
、
後
陽
瞭
公
K

車中
仕
す
と
あ
り
。
さ
れ
ば
、
寛
永
頃
の
人
友
る
ぺ
し
。
浪
速
笠
は
則

ち
有
川
笠
な
れ
ば
、
党
武
の
刷
出
版
に
名
の
み
と
成
り
て
、
此
の
時
代

よ
り
加
賀
笠
を
ば
名
物
と
た
し
た
る
事
、
此
の
舎
に
て

知
ら
れ
た

り
。
故
K
狂
歌
日
本
風
土
記
に
も

ひ
そ
う
し
て
も
て
ど
賓
の
名
に
は
似
宇

世
に
は
か
く
れ
ぬ
加
到
の
袋
笠

江
戸
萩
廼
屋

需
の
宿
り
し
竹
を
什
と
し
て

ぬ
は
せ
ま
ほ
し
き
加
賀
の
菅
笠

額

員

或
は
云
ム
リ
合
図
の
物
産
多
宮
中
に
も
、

持
閣
へ
認
迭
す
る
物
ロ
聞
の

中
K
、
昔
も
今
も
曲
目
衰
な
さ
は
菅
笠
の
み
た
り
。
故
花
賞
園
産
物
の

第
一
に
て
、
殊
に
諸
園
児
て
も
加
賀
笠
を
ば
賞
美
す
と
い
へ
り
。
按

宇
，
る
花
、
菅
笠
は
品
者
相
棋
を
よ
く
防
ぐ
も
の
に
て

、
夏
季
は
菅
笠
を
第

一
と
す
。
故
K
農
民
は
耕
作
を
す
る
に
菅
笠
を
の
み
用
ム
。
農
民
の

企
部
古
限
芯
倉
廿
八

四

tu笠
は
有
聞
の
産

E
ば
第
一

・
と
す
る
友
り
。

但
し
本
居
氏
の
玉
勝
聞

に
は
、
高
葉
集
三
宅
K
.
凶
鋭
山
打
越
見
れ
ば
笠
縫
の
嶋
と
ぎ
か
く

る
棚
な
し
小
始
。
と
よ
め
る
歌
等
を
引
き
て
・
笠
縫
川
崎
は
今
津
図
京

生
郊
の
深
江
村
と
い
ふ
庭
先
在
る
べ
し
。
此
所
に
管
問
多
く
有
り

て
、
共
背
他
所
よ
り
勝
れ
た
り
。
閉
山
人
む
か
し
よ
り
笠
を
ぬ
ム
一品
を

業
と
し
て
名
前
く
、

定
時
に
も
う
た
へ

り
。
今
も
霊
長
幸
悶
苔
右
術

門
と
い

ふ
者
の
家
よ
り
、
御
卸
依
の
を
り
は
内
裏
へ
背
を
献
る
。
叉

融
政
岐
の
殿

へ
も
阻
座
の
料
の
背
を
ま
ゐ
ら
す
と
。
延
苓
内
匠
寮
式

K
-
伊
勢
衡
玉
野
，
官
接
東
の
中
K
・
御
輿
中
子
っ
礼
行
部
品
一
兵
o
背
列

骨
料
材
。
従
=
械
津
図
-
笠
縫
氏
参
来
作
。
と
あ
り
。
笠
縫
氏
は
此
所
の
人

に
ぞ
あ
り
け
む
。
と
い
へ
り
。
千
弐
按
宇
る
に
、
管
は
、
播
燐
閤
風

土
記
に
、
有
ν
総
生
ν
菅
。
作
ν
笠
最
畑
。
と
見
h
.
和
名
抄
K
.
菅
、
班

矧
一
式
問
n
F
d
折
。
字
或
作
L
問
。
和
名
例割
問
。
草
名
也
。
と
も
見
h
た
り
。

能
登
園
鹿
嶋
加
に
も
、
笠
阿
保
笠
仰
村
民
菅
谷
と
稀
す
る
地
あ
り

て
、
今
も
山
間
関
多
く
生
宇
と
い
へ
り
。
上
代
に
は
此
の
山
苛
を
以
て

笠
に
縫
作
り
、
此
の
地
に
笠
縫
の
者
ど
も
居
た
り
し
ゅ
ゑ

K
.
笠
師

保
と
も
笠
師
村
と
も
呼
べ
る
な
る
べ
し
。
抑
‘吾
が
加
賀
の
す
笠
は
、

貞
享
三
年
に
撰
述
せ
し
旅
人
養
草
K
.
前
の
た
く
み
の
道
も
盛
衰
あ

外
は
今
此
の
笠
を
着
用
す
る
者
な
し
と
い
へ
ど
も
‘
此
は
近
頃
の
事

也
。
和
訓
来
に
、
天
和
の
頃
は
つ

ピ
ら
笠
・
元
械
の
頃
は
ね
り
笠
は

ゃ
れ
り
、
出
品
文
の
頃
は
江
戸
に
て
女
の
編
笠
を
用
ひ
た
る
都
あ
り
。

藤
原
頼
油
公
開聞
白
た
る
時
・
都
女
の
笠
を
裁
き
棋
を
渚
す
る
事
を
禁

宇
と
あ
り
。
今
維
新
以
後
は
渚
笠
を
駁
し
て
‘
貴
賎
踊
腕
傘
を
用
ふ

る
も
時
。
世
の
袋
縫
な
れ
ど
、
農
家
の
耕
作
に
用
ふ
る
笠
は
今
も
同盟
宇

る
都
な
し
と
い
へ

り
。
訟
も
ふ
花
、
か
〈
名
前
く
い
ひ
な
せ
る
加
賀

笠
を
ば
、
加
越
能
三
州
名
物
往
来
と
い
へ
る
も
の
に
服
せ
ざ
り
し

は
、
官
民
遺
憾
と
い
ム
ペ
し
。

O
酒
造
戸
経
屋
奮
邸

笠
市
の
戸
板
墜
と
都
し
.
数
代
連
綿
せ
し
澗
池
波
也
。
金
都
市
中
氏

て
酒
造
家
の
能
〈
連
綿
せ
し
は
、
此
の
戸
絞
屋
た
り
と
世
人
い
ひ
し

も
、
，
次
第
に
零
落
な
し
た
り
け
ん
.
明
治
+
八
年
迭
に
家
屋
商
貨
を

ぽ
他
人
民
譲
り
渡
し
・
此
の
地
主
退
去
す
と
い
へ
り
o

h
も
ふ
に
、

明
治
殴
滞
挫
鯨
の
後
、
古
き
酒
造
家
共
の
零
落
す
る
も
の
多
き
は
遺

憾
と
い
ム
ペ
し
。

O
古
餌
指
町

一万
級
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
古
併
指
町
と
あ
り
。
同
三
年

四




